
告
報
会
総
時
定

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
「
基
本
理
念
」

自
主 

…
…
セ
ン
タ
ー
を
私
達
の
も
の
と
し
て
考
え
ま
す
。

自
立 

…
…
セ
ン
タ
ー
を
私
達
の
力
で
育
て
ま
す
。

共
働 

…
…
私
達
は
い
つ
も
一
緒
に
働
き
ま
す
。

共
助 

…
…
私
達
は
互
い
に
助
け
合
い
ま
す
。

　

　

　

編
　集
　後
　記

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
知
床
半
島

の
観
光
船
沈
没
事
故
、
持
続
化
給
付
金
不
正
受
給
、
他
に
も
ガ
ソ
リ
ン
・
食

料
品
の
値
上
げ
等
、
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
、
高
齢
者
の
重
症
化
・
死
亡
率
が
高
く

他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
人
、
家
族
、
友
人
の
た
め
に
も
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
、
コ
ロ
ナ
の
感

染
予
防
に
取
り
組
む
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
暑
く
な
る
の
で
熱
中
症
に
も
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
部
会
　
間
世
田
　
実

●
会
員
材
料
費
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
配
分
金
と
は
別
に
お
支
払
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
、
刈
払
機
等
の
材
料
費
（
損
料
）
を
令
和
４
年
４
月
か
ら
配
分
金
と
し
て

お
支
払
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
配
分
金
明
細
書
に
つ
い
て

　
配
分
金
明
細
書
は
、
希
望
者
の
み
発
行
し
て
お
り
ま
す
。
必
要
な
方
は
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
正
会
員
年
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
４
月
か
ら
６
月
ま
で
に
就
業
さ
れ
た
方
は
、
配
分
金
か
ら
年
会
費
を
控
除

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
な
る
べ

く
早
く
現
金
で
事
務
局
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

●
蜂
用
ス
プ
レ
ー
に
つ
い
て

　
就
業
場
所
に
ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
が
い
て
危
険
な
場
合
は
、
事
務
局
に
蜂
用

ス
プ
レ
ー
を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
生
命
の
危
機
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な

酷
暑
が
つ
づ
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

届
出
が
あ
っ
た
作
業
の
み
一
人
で
の
就
業
を

認
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
万
が
一
熱
中
症
等

で
具
合
が
悪
く
な
っ
た
場
合
、
発
見
の
遅
れ

が
重
篤
な
状
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
考
慮

し
、
当
面
の
間
植
木
剪
定
、
除
草
作
業
に
限

り
「
一
人
作
業
」
を
禁
止
し
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
の
就
業
に
関
し
て
も
絶
対
に

無
理
を
せ
ず
、
体
調
が
悪
い
場
合
は
作
業
を

休
む
な
ど
、
休
養
を
取
る
こ
と
を
優
先
し
て

く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
　
　
　
令
和
四
年
六
月
十
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
二
時
三
十
分

会
　
場
　
　
　
　
笠
間
市
立
友
部
公
民
館

会
員
数
　
　
　
　
総
数
　
二
八
三
名
（
総
会
当
日
現
在
）

出
席
者
　
　
　
　
出
席
　
五
〇
名
　
委
任
状
　
一
五
八
名
　

議
　
長
　
　
　
　
磯
　
護

議
事
録
署
名
人
　
磯
　
護
・
岩
田
　
孝
司

報
告
事
項

　
報
告
第
一
号
　
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
報
告
第
二
号
　
配
分
金
規
約
の
改
正
に
つ
い
て

　
報
告
第
三
号
　
事
務
費
規
約
の
改
正
に
つ
い
て

　
報
告
第
四
号
　
令
和
四
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　
報
告
第
五
号
　
令
和
四
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

　
報
告
第
六
号
　
令
和
三
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

決
議
事
項

　
議
案
第
一
号
　
令
和
三
年
度
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
監
査
報
告

　
議
案
第
二
号
　
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

　
定
年
延
長
や
継
続

雇
用
の
増
加
に
よ

り
、
会
員
の
入
会
数

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
友

人
・
知
人
の
方
に
、シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
入
会
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
声
掛
け
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
入
会
説

明
会
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
お
話

し
し
て
く
だ
さ
い
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

※「熱中症環境保健マニュアル2022」（環境省）の資料を元に作成

「一人一会員入会運動」シルバー

かさま
第31号

令和4年7月28日

（4月～6月）
令和4年度運営状況報告

公共受注額  12,113,432円
民間等受注額  29,134,373円
受注額合計  41,247,805円
受注件数  810件

事業実績

発　　行
編　　集
住　　所
電話番号

総務部会
笠間市石井７１７番地
０２９６－７３－０３７３

会員数・就業状況

会員数 197名 81名 278名
就業実人員  219名
就業率     　　　 78.8％

男性 　 女性 　 合計

公益社団法人
笠間市シルバー人材センター

熱中症 こんな症状があれば要注意

重症度
Ⅰ 度

重症度
Ⅲ度

重症度
Ⅱ度

●頭がガンガンする（頭痛） ●体がだるい（倦怠感）
●吐き気がする・吐く　　 ●意識が何となくおかしい

●意識がない　　　　　 ●まっすぐ歩けない・走れない
●体がひきつる（けいれん） ●体が熱い
●呼びかけに対し返事がおかしい

●手足がしびれる　　　 ●気分が悪い、ボーっとする
●めまい、たちくらみがある ●意識がはっきりしている
●筋肉のこむら返りがある（痛い）

入会説明会日程
実　施　日 場　　　所
  ８月１９日 シルバー人材センター会議室

　９月１６日 地域交流センターともべ「ともあ」
１０月２１日 地域交流センターいわま「あたご」
１１月１８日 シルバー人材センター会議室
１２月１６日 地域交流センターともべ「ともあ」
毎月第３金曜日午後２時から実施しております。
　　　



　

退
任
ご
挨
拶

永
年
表
彰

 

　 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
「
第
七
波
」
と
な
り
、
急
激
な

感
染
拡
大
を
見
せ
る
中
、
会
員
の

皆
様
に
は
感
染
防
止
対
策
を
と

り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

事
業
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
三
年
度
の
実
績
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
大
変
残
念
で
す
が
、
会
員
数
や
契
約
件
数
の
目
標
数
値

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
就
業
中
の
事
故
（
障
害
・
賠
償
）
に
つ
い

て
も
、「
事
故
ゼ
ロ
」
を
掲
げ
て
注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
が
、

一
昨
年
と
同
様
の
件
数
（
十
三
件
）
が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
皆
さ
ん
「
絶
対
に
事
故
は
起
こ
さ
な
い
。」
と
い
う
決
意

で
就
業
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
六
十
五
歳
定
年
制
や
企
業
の
再
雇
用
、
年
金
制
度
の

改
正
な
ど
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
生
活
環
境
の
変
化
に
よ
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
す
る
人
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
業
種
に
よ
り
シ
ル
バ
ー
へ
の
作
業
要
望
は
増
え

る
一
方
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
は
、

会
員
数
の
拡
充
が
大
前
提
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
令
和
四

年
度
の
最
重
要
目
標
と
し
て
会
員
の
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

会
員
一
人
ひ
と
り
が
一
人
で
も
多
く
入
会
い
た
だ
け
る
よ
う
、

知
人
・
友
人
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
仲
間
が
増

え
、
市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
皆
様
が
元
気
で
生
き

生
き
と
行
動
し
、
就
業
で
き
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
皆
様
が
健
康
で
元
気
に
ご
活
躍

で
き
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

写
真
右
か
ら

　
齊
藤
清
三
郎
様

　
渡
辺
　
　
進
様

　
清
水
　
正
通
様

　
川
崎
　
　
譲
様

　
田
口
二
三
子
様

※
永
山
　
泰
一
様

　
　
　
※
当
日
欠
席

　
６
年
間
、
理
事
長
を
は
じ
め
役
員
、
職
員
そ

し
て
会
員
の
方
々
の
支
え
に
よ
り
ま
し
て
、
職

務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
事
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、
会
員
の
皆
様
に
も
地
域
の

方
々
に
も
大
切
な
団
体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　
表
彰
規
程
に
よ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
15
年
以
上
在
籍
し
、
年
齢
が
75
歳
以
上

の
会
員
の
方
６
名
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

ご

　挨

　拶

　理
事
長

　磯

　護

　 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し

て
一
年
三
か
月
。
区
長
文
書
印
刷
仕
分
・

配
送
を
諸
先
輩
方
の
協
力
を
得
て
楽
し
く

や
ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
私
の
趣
味
は
、
在
職
中
単
身
赴
任
が
長

か
っ
た
の
で
定
年
後
は
妻
と
二
人
で
の
「
の
ん
び
り
車
中
泊
旅
行
」

で
す
。
こ
れ
ま
で
に
東
北
方
面
一
二
〇
〇
㎞
、
北
陸
方
面
一
三
〇
〇

㎞
、
山
陰
方
面
一
九
〇
〇
㎞
を
走
り
ま
し
た
。
ま
ず
廻
り
た
い
方
面

の
観
光
地
・
道
の
駅
・
温
泉
・
食
事
等
の
情
報
を
調
べ
、
妻
と
「
あ

〜
で
も
な
い
、
こ
〜
で
も
な
い
」
と
道
程
を
決
め
る
。
こ
れ
が
実
に

楽
し
い
。
又
、
旅
先
で
の
美
味
い
食
事
（
時
に
は
ハ
ズ
レ
あ
り
）
と

地
酒
に
舌
づ
つ
み
、
素
晴
し
い
風
景
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
連
続
で
「
あ

〜
だ
、
こ
〜
だ
」
と
計
画
変
更
。
こ
れ
が
ま
た
実
に
楽
し
い
。
今
年

は
四
国
方
面
を
廻
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

岩
間
地
区

　木
暮

　則
幸

　
６
回
目
の
年
男
を
機
に
近
所
の
当
セ
ン

タ
ー
先
輩
に
話
を
聞
き
、
今
春
入
会
し
草

刈
班
で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
草
刈
班
を

選
ん
だ
理
由
は
、⑴
自
分
の
生
き
方
は

「
日
々
楽
し
く
充
実
」
が
モ
ッ
ト
ー
で
、

「
充
実
」と
は「
達
成
感
」で
あ
り
、
達
成
感
を
得
る
に
は
、
草
刈
が
手
っ

取
り
早
く
、
草
刈
後
に
振
り
返
れ
ば
一
目
瞭
然
で
今
日
も
１
日
頑
張
っ

た
と
。⑵
趣
味
の
一
つ
が
ゴ
ル
フ
で
芝
刈
（
ゴ
ル
フ
）
の
費
用
は
草
刈

で
。
ま
た
、
草
刈
機
の
操
作
は
腰
の
回
転
、
左
右
の
手
の
使
い
方
、

体
幹
Ｕ
Ｐ
の
練
習
に
効
果
あ
り
と
勝
手
に
解
釈
し
て
楽
し
く
草
刈
作

業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
た
こ
と
で
今
ま
で
と
は
違
っ
た
タ
イ
プ
の
「
な

か
ま
」
と
の
交
流
や
知
ら
な
か
っ
た
公
園
、
神
社
や
集
落
等
新
た
な

発
見
も
魅
力
的
で
す
。

　
今
後
も
健
康
や
趣
味
と
両
立
で
き
る
範
囲
で
楽
し
く
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 笠

間
地
区

　菅
原

　竹
男

　
こ
の
度
、
令
和
四
年
度
定
時

総
会
に
お
き
ま
し
て
、
常
務
理

事
兼
事
務
局
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
吉
田
貴
郎
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
日
頃
か
ら
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
皆
様

に
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
、
労
働
人
口
不
足
に
よ

る
生
産
性
の
低
下
や
、
地
域
活
力
の
低
下
、
地
域
活
力
の

衰
退
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
拡
大
に

伴
い
社
会
や
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
環
境

に
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
国
で
は
就
業
機
会
の
確
保
を
企
業
努
力
義
務

と
す
る
高
齢
者
雇
用
安
定
法
を
施
行
し
、
企
業
に
65
歳
ま

で
雇
う
よ
う
義
務
付
け
、
定
年
廃
止
、
定
年
延
長
、
再
雇

用
制
度
の
３
つ
か
ら
選
ぶ
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
皆
様
の
生
き
が
い
の
充
実
、
社
会
参
加
の
促
進

に
よ
る
地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
知

識
や
経
験
を
活
か
し
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
拡

大
に
は
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
社
会
に
貢

献
し
、
そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
会
員
確
保
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
事
務
職
員
が
一
丸
と
な
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
運
営
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
職
務
を
遂
行
し

て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
指
導
ご
教
授
賜

り
ま
す
よ
う
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
任
ご
挨
拶

吉
田

　貴
郎

　櫻
井

　史
晃

な 

か 

ま

傷害事故（会員の就業中の事故等）
番号 発　生　日 事　故　の　状　況 備　考

1 令和 3 年 6 月 9 日 　施設管理（体育館）で、消灯の見回り中ステージから降りる際
に階段を踏み外し、左足踵上部を骨折した。 １か月以上通院

2 令和 3 年 8 月 24 日 　車の荷台に丸太の積み込み作業中、誤って右手の薬指を挟み打
撲した。 １日通院

賠償事故（会員の就業により損害を与えたもの）
番号 発　生　日 事　故　の　状　況 賠償金額（円）

1 令和 3 年 5 月 24 日 　砂利敷きの駐車場の除草作業中、防護ネットは設置していたが
飛び石により隣接するアパートの窓ガラスを破損した。 ６８，９９２

2 令和 3 年 5 月 26 日 　公園の除草作業中、隣接する施設との境界にあったフェンス際
の電気コードを切断してしまった。 １，０８０

3 令和 3 年 7 月 16 日 　除草作業後、残滓処分のため狭隘な交差点を曲がろうとしてト
ラックのミラーを破損した。 ２，５８５

4 令和 3 年 7 月 20 日 　除草作業後、残滓処分のため作業現場でシルバーの車を旋回し
ている際、建物の玄関施設の柱（タイル張り）に追突し破損させた。 ９２０，０００

5 不明 　シルバー軽トラックのマフラーを破損した。（事故を起こした会
員不明） ４２，１２４

6 令和 3 年 10 月 19 日 　シルバー軽トラックを走行中、左前方のバンパーを壁に擦る事
故を起こした。 保険対象外

7 令和 3 年 10 月 25 日 　幼稚園敷地内の除草中、飛び石により施設の窓ガラスを破損し
た。（防護ネット未使用） １４，８５０

8 令和 3 年 11 月 12 日 　空地の草刈作業中、水道ポンプの電源コードを切断した。 　１３，３１０
9 令和 3 年 11 月 25 日 　庭の草刈作業中、隣接地に駐車してあった車の窓ガラスを飛び

石により破損させた。（防護ネット未使用） ３９８，９０４

10 令和 4 年 2 月 3 日 　方向転換をしようとバックをした際に、ブロック塀に車のテー
ルランプをぶつけた。

笠間市役所の
保険対応

11 令和 4 年 3 月 9 日 　方向転換中に、発注者宅のブロック塀に前方助手席側バンパー
をぶつけた。　 保険対象外

安全は

すべてに優先する

　令和３年度（令和３年４月～令和４年３月）に起きた事故発生
状況です。
　作業に対し、決められたルールを守ることと緊張感や慎重さを
もってすれば防ぐことができた事例もあります。今年度は、事故
発生件数過去最少を目指し、安全就業に取り組みましょう。


